幼児教育コーディネータのための資質・能力に関する調査
岐阜女子大学・沖縄女子短期大学
　令和３度の文部科学省事業の幼稚園教諭の人材確保・キャリアアップ支援事業に「幼稚園教諭免許法認定講習等の在り方に関する調査研究」で採択されました。つきましては，調査研究の内容である「幼児教育の新たなキャリアである幼児教育コーディネータの養成カリキュラムの開発・試行」での基礎資料とすることを目的として下記のアンケートを企画いたしましたので是非ご協力をお願いします。　　　　　　　　回答時間は，５分程度です。

※幼児教育コーディネータの養成講座は、「地域・学校園における幼児教育の研修及び専門的指導」のための研修講座の計画立案実践能力、組織化、および地域課題解決への具体的対応力を身につけることにより、地域、学校園における幼児教育をコーディネートできる人材の育成や、その能力の向上を図ることを目的とする。

属　性　※　該当する文字に○をして下さい。
	氏　名
	

	性　別
	１.男　　　２.女　（○印）

	学校種
	保育園 ・ 幼稚園 ・ 認定こども園 ・その他
	年齢
	20代　　30代　　40代　　50代以上


設問１　幼児教育コーディネータには、どのような資質・必要とされると思われますか。以下の項目について，４つの中からあてはまるものに，１つだけ○をつけてください。
	NO.
	幼児教育コーディネータとしてどのような資質・能力が必要とされると思われますか
	必要でない
	あまり　必要でない
	やや
必要
	必要

	A．保　育（保育構想・保育実践・評価改善）

	A1
	自園の課題、幼稚園教育要領の趣旨を踏まえた指導計画を作成し、他の教員に広めていくことができる。
	
	
	
	

	A2
	幼稚園教育要領の趣旨を踏まえ自園の課題の解決に努め、日常的な保育の改善に向けて研究体制を整えることができる。
	
	
	
	

	A3
	各領域等を総合的・一体的に扱う保育のモデルを示すなど、保育実践のリーダーとして指導方法を積極的に他の教員に広めていくことができる。
	
	
	
	

	A4
	自園の課題を踏まえ人格形成の基礎を培う実践について、他の教員に伝えたり、適切に助言を行ったりすることができる。
	
	
	
	

	A5
	自園の保育力向上に向けた取組の課題を明らかにし、指導計画等の改善を行うことができる。
	
	
	
	

	A6
	他の教員に対して、保育実践の評価を生かした指導改善について、適切に助言を行うことができる。
	
	
	
	

	B．教育環境の創造（幼児理解・生活の展開・発達の課題）

	B1
	様々な情報に基づいて幼児一人一人を多面的・多角的に捉え、個性を生かす指導を行うことができる。
	
	
	
	

	B2
	継続的に幼児の言動を見届け、価値付ける指導を行ったり、幼児の捉え方について助言を行ったりすることができる。
	
	
	
	

	B3
	関係職員や保護者等と協力して、幼児の状況を共有し、組織を生かして指導方法を判断し迅速に対応することができる。
	
	
	
	

	B4
	幼児に対する指導を組織的・計画的に実践できるように、体制を整えるとともに問題の未然防止の取組を実践することができる。
	
	
	
	

	B5
	幼児の多様な発達の課題を明確にし、それに対応する方策を提案し、園の実践の基点となって実践することができる。
	
	
	
	

	B6
	幼児の多様な発達の課題に対する方策を明確にもち、モデルとなる実践を行うとともに、指導内容の改善に向けて助言を行うことができる。
	
	
	
	

	C．経 営 分 掌（学級・学年・園経営・連携・協働・危機管理）

	C1
	自園の分掌全般に関して理解を深め、組織を生かしながら各分掌を推進することができる。
	
	
	
	

	C2
	自園の教育目標具現に向けて、園の組織間の連絡・調整を行うとともに若手教員の育成をすることができる。
	
	
	
	

	C3
	他の教員等の取組状況を把握し、連絡・調整をしながら対応することができる。
	
	
	
	

	C4
	広い視野をもち、関係機関や保護者・地域等と連携し、組織を生かした対応をすることができる。
	
	
	
	

	C5
	関係機関や保護者・地域等と連携し、事故等の未然防止や発生時における迅速な対応を行うことができる。
	
	
	
	

	C6
	自園を取り巻く環境について、家庭・地域・関係機関との協力体制を整えるとともに、適切に対応することができる。
	
	
	
	

	D．インストラクショナルデザイン指導力（インストラクショナルデザイン研修成果の評価・ワークショップ・教育リソースの活用）

	D1
	自分の学びをデザインすることの必要性について説明できる。
	
	
	
	

	D2
	インストラクショナルデザインの第1原理の観点から、現実に役立つ自分の学びを設計できる。
	
	
	
	

	D3
	e-Learningにより学修がどのように支援されているかについて、研修以外の学習支援方法を含んで、事例を挙げながら説明きる。
	
	
	
	

	D4
	研修成果の評価をどのように行うか。研修が目指した学習目標に即して計画を具現化でき、研修の評価・改善を計画することができる。
	
	
	
	

	D5
	研修の学習目標に沿ったワークショップのデザインをすることができる。
	
	
	
	

	D6
	全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと共同的な学びの実現にための教育資料の活用について事例を挙げて説明できる。
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設問２　幼児教育コーディネータの養成には、上記の他に今後どのような資質・能力が必要とされると思われますか。自由にご記入下さい。



ご協力ありがとうございました。
